
参考資料１ 

特定機械等の製造許可及び製造時等検査制度の在り方に関する検討会 

開催要綱 

 

１ 趣旨・目的 

ボイラー、クレーン等、その使用時に特に危険な作業を必要とする機械（以下「特

定機械等」という。）は、構造上の要件を欠くと重篤な災害を招くおそれがあること

から、安全性能を確保するため、労働安全衛生法では、製造許可及び製造時等検査

制度を設けるとともに、設置時、使用時の各段階における検査を義務付けている。 

製造許可権限を国が持ちつつ、民間活力を活用する観点から、ボイラー及び第一

種圧力容器の製造時等検査や性能検査については、厚生労働大臣の登録を受けた検

査機関が検査を行うなど民間移管を進めてきたところである。 

上記を踏まえ、特定機械等の安全性を確保した上で、製造許可及び製造時等検査

について、更なる行政の効率化や民間活力の活用ができないか、有識者の参集を求

め、検討する。 

 

２ 検討事項 

（１）製造許可制度の在り方について 

（２）製造時等検査制度等の在り方について 

（３）民間の検査機関等に対する厚生労働大臣の監督権限について 

（４）その他 

 

３ 構成等 

（１）本検討会は、厚生労働省労働基準局安全衛生部長が有識者の参集を求め、開催

する。 

（２）本検討会は、特定機械等に関する学識経験者、製造者の代表等から構成するこ

ととし、構成員は別紙のとおりとする。 

（３）本検討会に座長を置くこととし、本検討会の構成員の互選により選出する。 

（４）座長は、座長代理を指名することができる。 

（５）本検討会には、必要に応じ、別紙に掲げる構成員以外の有識者の参集を求める

ことができる。 

 

４ その他 

（１）本検討会、会議資料及び議事録については、原則として公開するものとする。

ただし、個別事案を取り扱う場合においては、個人・企業情報の保護の観点等か

ら、公開することにより、特定の者に不当な利益を与え又は不利益を及ぼすおそ

れがある場合等において、座長が非公開が妥当であると判断した際には、非公開

で実施することもできるものとする。なお、非公開とする場合には、その理由を

明示するとともに、議事要旨を公開する。 

（２）本検討会の庶務は、厚生労働省労働基準局安全衛生部安全課において行う。 

（３）この要綱に定めるもののほか、本検討会の運営に関して必要な事項は、会議に

おいて定める。 
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